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電 力 自 由 化
ここが変だよ

電
力
自
由
化
を
１
９
９
０
年
代
か
ら

進
め
て
き
た
英
国
で
は
、
料
金
が

約
２
倍
に
跳
ね
上
が
っ
た
。
料
金
の
誤
請

求
や
低
所
得
者
へ
の
悪
影
響
な
ど
、
競
争

導
入
に
伴
う
ひ
ず
み
も
表
面
化
し
て
い
る
。

　

自
由
化
以
前
の
英
国
に
は
、
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
お
よ
び
ウ
ェ
ー
ル
ズ
地
方
に
国
有
の

発
送
電
会
社
が
１
社
と
配
電
会
社
が
12

社
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
地
方
に
発
電
か
ら

配
電
ま
で
手
が
け
る
垂
直
統
合
型
電
力
２

社
が
存
在
し
た
。

　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
お
よ
び
ウ
ェ
ー
ル
ズ
で

は
、
発
送
電
会
社
を
火
力
発
電
２
社
と
原

子
力
発
電
１
社
に
分
割
・
民
営
化
す
る
と

同
時
に
、「
発
送
電
分
離
」
を
通
し
て
競
争

を
導
入
す
る
大
実
験
を
行
っ
た
。
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
の
２
社
は
部
門
別
に
会
計
分
離

を
し
て
、
垂
直
統
合
型
の
ま
ま
民
営
化
し

た
。
小
売
り
部
門
は
98
年
に
全
面
自
由
化

に
移
行
し
、
す
べ
て
の
需
要
家
は
供
給
先

を
自
由
に
選
択
で
き
る
。

　

し
か
し
、
自
由
化
当
初
に
存
在
し
た
新

規
参
入
業
者
は
、
淘と

う
た汰
・
グ
ル
ー
プ
化
さ

れ
、
現
在
は
「
ビ
ッ
グ
６
」
と
呼
ば
れ
る

大
手
６
社
が
90
％
以
上
の
シ
ェ
ア
を
占
め

る
寡
占
状
態
だ
。
自
由
化
で
参
入
者
が
育

た
な
か
っ
た
理
由
は
、二
つ
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
ず
、
電
力
は
、
携
帯
電
話
や
航
空
の
よ

う
な
需
要
増
大
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、

参
入
す
る
魅
力
が
小
さ
か
っ
た
。
ま
た
参

入
者
の
発
電
設
備
は
小
規
模
な
風
力
が
中

心
で
、
元
国
有
企
業
を
買
収
し
た
外
資
系

の
大
手
企
業
に
発
電
量
で
劣
っ
た
。

　

自
由
化
後
に
顧
客
を
引
き
つ
け
た
の

は
、
電
力
と
ガ
ス
の
同
時
契
約
で
割
引
率

が
大
き
く
な
る
「
デ
ュ
ア
ル・フ
ュ
エ
ル
」

と
い
う
サ
ー
ビ
ス
だ
。
だ
が
、
全
面
自
由

化
か
ら
の
料
金
動
向
を
検
証
す
る
と
、
２

０
０
４
年
ま
で
の
６
年
間
は
低
下
し
、
そ

の
後
一
貫
し
て
上
昇
し
て
い
る
。
こ
れ
は

北
海
油
田
の
減
産
に
よ
っ
て
英
国
が
天
然

ガ
ス
の
純
輸
入
国
と
な
り
、
燃
料
費
が
高

騰
し
た
か
ら
だ
。
小
売
料
金
に
占
め
る
燃

料
費
の
割
合
が
高
く
、
小
売
り
事
業
者
は

上
流
部
門
の
コ
ス
ト
を
操
作
で
き
な
い
。

つ
ま
り
、
小
売
市
場
に
参
入
者
が
出
現
し

て
も
、
料
金
が
簡
単
に
低
下
す
る
わ
け
で

は
な
い
。
図
の
よ
う
に
６
社
の
料
金
に
差

が
な
い
の
も
大
き
な
特
徴
だ
。

請
求
ミ
ス
も
相
次
ぐ

　

料
金
で
差
別
化
を
図
れ
な
い
た
め
、
各

社
は
多
様
な
メ
ニ
ュ
ー
で
割
安
感
を
ウ
リ

に
す
る
行
動
に
走
っ
た
。
し
か
し
、
多
様

で
比
較
し
に
く
い
料
金
設
定
が
「
困
惑
独

占
」（
コ
ン
フ
ュ
ー
ゾ
ポ
リ
ー
）に
あ
た
る

と
競
争
政
策
当
局
は
指
摘
し
、
是
正
を
求

め
た
。
こ
れ
は
米
国
の
作
家
ス
コ
ッ
ト
・

ア
ダ
ム
ス
が「
混
乱
さ
せ
る
独
占
」（
コ
ン

フ
ュ
ー
ズ
ド
・
モ
ノ
ポ
リ
ー
）
と
い
う
意

味
で
使
用
し
た
造
語
で
あ
る
。
原
著
『
デ

ィ
ル
バ
ー
ト
・
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
』（
97
年
）

で
、
既
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
通
信
料
金
が
批

判
の
対
象
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。

　

困
惑
独
占
が
横
行
す
る
と
、
契
約
先
の

変
更
を
妨
げ
る
こ
と
に
な
る
。
毎
月
全
需

要
家
の
約
10
％
が
動
い
て
い
る
。
変
更
率

は
競
争
が
機
能
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
判

断
材
料
だ
が
、
変
更
回
数
が
多
け
れ
ば
健

全
だ
と
も
言
え
な
い
。
利
用
者
が
頻
繁
に

大手６社の一般家庭向けの料金動向
（電力・ガスセットの年間料金）（ポンド）

（年）
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英国
25
年
以
上
前
に
電
力
自
由
化
を
行
っ
た
英
国
で
は
、
大
手
６
社
に
よ
る

寡
占
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

野
の む ら

村　宗
むねのり

訓
（関西学院大学経済学部教授）

請求ミスが続出したエヌパワー社 Bloomberg

自
由
化
で
消
費
者
混
乱

寡
占
が
進
み
電
気
代
は
上
昇
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電 力 自 由 化
ここが変だよ

動
く
の
は
、サ
ー
ビ
ス
が
貧
弱
だ
か
ら
だ
。

満
足
度
が
高
け
れ
ば
、
利
用
者
は
契
約
を

継
続
す
る
だ
ろ
う
。

　

困
惑
独
占
よ
り
も
悪
質
な
の
は
、
料
金

の
誤
請
求
で
あ
る
。
ビ
ッ
グ
６
の
一
つ
エ

ヌ
パ
ワ
ー
社
は
、
15
年
末
に
２
６
０
０
万

ポンド
（
約
42
億
７
３
０
０
万
円
）
と
い
う
高

額
の
罰
金
を
科
せ
ら
れ
た
。
社
内
に
新
し

い
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
13
年
８
月
〜
14
年
12
月
に
請
求

ミ
ス
が
続
き
、
被
害
者
は
50
万
人
を
超
え

た
。
顧
客
か
ら
の
算
定
根
拠
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
に
、
決
め
ら
れ
た
日
数
内
に
対

応
し
な
か
っ
た
点
も
電
力
事
業
者
の
ラ
イ

セ
ン
ス
違
反
と
み
な
さ
れ
た
。
自
由
化
が

過
熱
す
る
と
、
変
更
に
伴
う
事
務
作
業
が

滞
り
、
顧
客
が
不
利
益
を
被
る
こ
と
に
な

る
。
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
法
外
な
料
金

を
請
求
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
英
国

で
は
監
視
体
制
が
強
化
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、自
由
化
以
前
か
ら
「
フ
ュ
エ
ル・

ポ
バ
テ
ィ（
エ
ネ
ル
ギ
ー
困
窮
者
）」と
い

う
概
念
が
あ
る
。
所
得
に
占
め
る
光
熱
費

が
10
％
を
超
え
る
家
庭
を
意
味
す
る
が
、

自
由
化
後
の
値
上
げ
で
対
象
者
が
増
加
し

た
。こ
れ
ら
の
需
要
家
を
守
る
た
め
に
は
、

福
祉
政
策
と
組
み
合
わ
せ
る
必
要
が
あ

る
。
冬
の
暖
房
が
欠
か
せ
な
い
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
で
は
、
国
と
自
治
体
は
家
屋
の
断

熱
工
事
や
ボ
イ
ラ
ー
交
換
な
ど
を
推
奨

し
、
医
療
機
関
と
も
協
力
し
て
凍
死
者
が

出
な
い
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

国
際
連
系
線
の
強
化

　

英
国
で
は
、
23
年
に
向
か
っ
て
原
発
が

寿
命
を
迎
え
、
10
年
の
設
備
容
量
80
ギガ
㍗

の
う
ち
4
分
の
1
の
20
ギガ
㍗
を
失
う
。

　

現
在
、
フ
ラ
ン
ス
電
力
公
社
と
中
国
企

業
、
日
立
製
作
所
、
東
芝
が
参
画
す
る
三

つ
の
新
型
炉
計
画
が
あ
る
が
、
ど
れ
も
着

工
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
発
電
量
不
足
解

消
の
た
め
に
、液
化
天
然
ガ
ス
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）

基
地
が
整
備
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
国
境
を

越
え
て
電
気
を
融
通
し
あ
う
国
際
連
系
線

は
フ
ラ
ン
ス
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
オ
ラ
ン

ダ
と
既
に
つ
な
が
っ
て
い
る
が
、
更
に
ベ

ル
ギ
ー
、ノ
ル
ウ
ェ
ー
、デ
ン
マ
ー
ク
と
も

交
渉
し
て
い
る
。
安
定
供
給
を
一
国
で
実

現
す
る
の
で
は
な
く
、
最
新
技
術
を
持
つ

企
業
や
周
辺
国
と
の
協
力
関
係
を
重
視
し

な
が
ら
、
複
数
の
オ
プ
シ
ョ
ン
を
駆
使
し

て
い
る
姿
勢
は
参
考
に
な
る
。

　

電
力
自
由
化
は
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
基

づ
く
大
き
な
社
会
実
験
だ
が
、
経
済
学
の

教
え
る
完
全
競
争
か
ら
は
程
遠
い
結
末
を

招
い
た
。
大
胆
な
メ
ス
を
入
れ
て
し
ま
っ

た
た
め
に
、
事
後
処
理
に
は
時
間
と
コ
ス

ト
を
要
す
る
。
日
本
で
も
原
発
の
再
稼
働

と
そ
の
後
の
廃
炉
、
地
球
温
暖
化
ガ
ス
の

排
出
抑
制
な
ど
、
長
期
的
視
点
か
ら
解
決

す
べ
き
課
題
を
熟
慮
し
な
が
ら
電
力
改
革

を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。


